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スピネル型 Co1-xZnxV2O4の磁性と構造異常 

 
1.研究目的 

 スピネル型 AV2O4 では軌道整列、構造相転移な

ど B サイトを占有する V イオンが原因で生じる

様々な現象が報告されてきた。 

CoV2O4 は TN=145K でフェリ磁性転移がおこ

り、TNやそれ以外に 90K,60K でも歪や磁歪に異常

があることが報告されている。また ZnV2O4 は

TOO=50K で cubic から tetragonal へと構造相転移

をしており、TN=40K で反強磁性転移がおこる。 

本研究の目的は、CoV2O4の Co サイトに Zn を

ドープした物質を作製して、その物性の詳細を解

明することである。 

2.実験方法 

Co1-xZnxV2O4 は、封管法を用いて多結晶を作製

した。Co，Co3O4，ZnO，V2O3 を化学量論比で混

合し、ペレット状に形成する。これを真空を引い

た石英管内で 1000℃、12 時間で焼結する。このよ

うにして得られた試料について、X 線回折、抵抗

率測定、歪測定、磁化率測定を行った。 

3.実験結果及び考察 

Co1-xZnxV2O4の磁化率を図 1 に示す。0≦x≦0.4

ではフェリ磁性転移を起こしており、その転移温

度は Zn の量の増加と共に降下している。0.5≦x≦

0.8 では 20K 前後で反強磁性転移を起こしている。

0≦x≦0.3 ではフェリ磁性転移より低温でも異常

が見られる。 

Co1-xZnxV2O4の歪を図 2 に示す。x＝0 では異常

が 3 つ見られ、x＝0.2 でもそれらの異常が低温側

にシフトして見られる。x＝0.3，0.4 では Tc で異

常は見られるが、磁性転移より低温側での異常は

見られない。x＝0.5，0.6 では異常は見られない。

x＝0.8 では TN＝20K で異常が見られる。また x＝

1 では構造相転移のある TOO＝50K で大きな異常

が見られる。 

Co1-xZnxV2O4 の抵抗率を図に示す。x=0，0.2，

0.3 ではそれぞれ Tc＝145K，110K，90K において、

抵抗率に異常が見られる。これはフェリ磁性転移

温度に対応していることから、これらの異常はス

ピンの整列により、抵抗率が減少していることを

示唆している。 
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図 1. Co1-xZnxV2O4の磁化率 
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図 2. Co1-xZnxV2O4の歪 
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図 3. Co1-xZnxV2O4の抵抗率 

 


